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◆ 総 説 
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◆ 学会報告 
1)  今中常雄，柏山恭範，守田雅志：ペルオキシソーム ABC タンパク質の機能と副腎白質ジストロフィー．（シンポジ

ウム）日本薬学会第 127 年会，2007, 3, 30, 富山． 
2)  柏山恭範，朝比奈幸太，守田雅志，今中常雄：ペルオキシソーム膜 ABC タンパク質 PMP70 の N 末端領域に存在す

るペルオキシソーム局在化シグナルの解析．日本薬学会第 127 年会，2007, 3, 28, 富山． 
3)  関みどり*，柏山恭範，山下ゆかり，阪口雅郎，守田雅志，今中常雄：ペルオキシソーム型 ABC タンパク質 P70R

の小胞体局在性の解析．日本薬学会第 127 年会，2007, 3, 28, 富山． 
4)  原山雄太*，田村文，黒瀬裕子，守田雅志，今中常雄：マウス由来グリア初代培養系を用いた副腎白質ジストロフィ

ーの生化学的解析．日本薬学会第 127 年会，2007, 3, 28, 富山． 
5)  水野聖子*，横山佳代，守田雅志，今中常雄：グリア細胞におけるペルオキシソーム膜 ABC タンパク質 ALDP の機

能と脂質代謝．日本薬学会第 127 年会，2007, 3, 28, 富山． 
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MS によるβ-チューブリン・アイソフォーム Cva(C-末端可変酸性アミノ酸領域)の定性的・定量的解析．日本薬学会

第 127 年会，2007, 3, 28, 富山． 
7)  遠藤洋平，友廣岳則，柏山恭範，今中常雄，畑中保丸：長鎖脂肪酸光反応性誘導体によるペルオキシソーム蛋白質

の光アフィニティーラベル．第２回日本ケミカルバイオロジー研究会，2007, 5, 9, 京都． 
8)  山下純，田中健，鎌田怜，和久敬蔵，今中常雄，杉浦隆之：アシル CoA による細胞質ホスホリパーゼ A2γの制御．



第 49 回日本脂質生化学会，2007, 6, 6, 札幌． 
9)  木村耕士*，上田由美子，和田郁夫，今中常雄：Russell body 形成・分解の分子機構−変異型アンチトロンビンを用い

た解析−．第８回 Pharmaco-Hematology シンポジウム，2007, 6, 8, 金沢． 
10)  柏山恭範，関みどり，安井暁奈，朝比奈幸太，守田雅志，今中常雄：ABC タンパク質 PMP70 ならびに P70R のオル

ガネラ局在化機構の解析．第２回トランスポーター研究会，2007, 6, 10, 東京． 
11)  木村耕士*，上田由美子，和田郁夫，今中常雄：Russell body 形成・分解の分子機構—変異型アンチトロンビンを用

いた解析．日本薬学会北陸支部第 116 回例会，2007, 7, 7, 金沢． 
12)  柏山恭範：ABC タンパク質サブファミリーD 群タンパク質の細胞内局在化機構の解析．トランスポーター研究会北

陸地方部会キックオフミーティング，2007, 9, 29, 富山． 
13)  今井美帆*，守田雅志，今中常雄：THP-1 macrophage におけるペルオキシソーム ABC タンパク質 ALDP の役割−極

長鎖脂肪酸及びコレステロール代謝との関連性−．日本薬学会北陸支部第 117 回例会，2007, 11, 11, 金沢． 
14)  田村文*，原山雄太，守田雅志，今中常雄：初代培養マウスアストロサイトにおけるペルオキシソーム ABC タンパ

ク質 ALDP の機能−極長鎖脂肪酸代謝における役割−．日本薬学会北陸支部第 117 回例会，2007, 11, 11, 金沢． 
15)  安井暁奈*，柏山恭範，関みどり，山下ゆかり，阪口雅郎，守田雅志，今中常雄：ペルオキシソーム膜 ABC タンパ

ク質と相同性のある P70R の ER 局在性と局在化メカニズムの解析．日本薬学会北陸支部第 117 回例会，2007, 11, 11, 
金沢． 

16)  木村耕士*，上田由美子，和田郁夫，今中常雄：変異型アンチトロンビンにより形成される Russell body の細胞内動

態‐Live cell imaging による解析‐．日本薬学会北陸支部第 117 回例会，2007, 7, 11, 金沢． 
17)  守田雅志，田村文，今井美帆，小松史明，朝日彰子，水野聖子，今中常雄：グリア細胞におけるペルオキシソーム

膜 ABC タンパク質 ABCD1 の機能 －脂肪酸及びコレステロール代謝との関連性－．第 29 回生体膜と薬物の相互

作用シンポジウム，2007, 11, 26, 仙台． 
18)  木村耕士*，上田由美子，和田郁夫，今中常雄：小胞体由来 Russell body 様構造体の形成機構：変異型アンチトロン

ビンを用いた解析．第 30 回日本分子生物学会年会・第 80 回日本生化学会大会 合同大会，2007, 12, 13, 横浜． 
19)  守田雅志，朝日彰子，横山佳代，今井美帆，今中常雄：ペルオキシソーム脂肪酸β酸化における ABC タンパク質

ABCD1 及び ABCD3 の役割．第 30 回日本分子生物学会年会・第 80 回日本生化学会大会 合同大会，2007, 12, 12, 横
浜． 

20)  柏山恭範，守田雅志，今中常雄：PMP70 のペルオキシソーム局在化シグナルは Pex19p 結合領域とは異なる領域に

存在する．第 30 回日本分子生物学会年会・第 80 回日本生化学会大会 合同大会，2007, 12, 12, 横浜． 
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◆ その他 
1)  今中常雄，守田雅志：ALD の分子病態解析：ミスセンス変異 ALDP の細胞内動態ならびにグリア細胞における ALDP

の機能低下と脂質代謝異常．厚生労働省難治性疾患克服研究事業：運動失調症に関する調査研究班 2006 年度班会議，

2007, 1, 11, 東京． 
2)  鈴木康之，辻省次，加我牧子，加藤俊一，加藤剛二，今中常雄，小野寺理，下澤伸行：副腎白質ジストロフィー：

早期診断のために（パンフレット）．厚生労働省難治性疾患克服研究事業：運動失調症に関する調査研究班，2007, 12. 
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